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は じめに

先般、図書館の地域格差が経済企画庁の平成2年 版の刊行物2種 に掲載 された。一つ

は 『国民生活白書』で、社会教育施設や体育 ・レクリエー ション施設は、大都市圏よ り

も地方圏に相対的に多 く設置 されているが、図書館は大都市圏 よりも地方圏の方が少な
り

いことを、人口10万 人あたりの図書館施設数で図示 している。施設数の比較であるから、

人口規模の少ない自治体の設置率が高い地域 と、1自 治体の中での復数館化が進んでい

る地域が高 くなるのは当然 として も、4館 の北陸が トップで、他 は2館 弱あるいは1館

程度になっている。全体 としては、まだまだ、国民すべての身近 なところに図書館がな

いことをこの図が示 している。次の 『経済白書』は、市町村の人口規模別に公私立図書
　　

館の蔵書冊数 をグラフで掲げている。図書館の整備状況 を施設やサービスでな く、蔵書

の量で比較 しているところに奇異な感 じが しないで もないが、町村部が都市部 よりも大

きく立ち遅れていることをこの図は示 している。

国民すべてが、その住んでいる場所に関係 な く、権利 として図書館サービスが利用で

きるようにするために、いま、全国各地で、住民の暮 らしに役立つ図書館づ くりが進め

られているが、その動 きの中で格差の実態がどのようになっているか を考察 してみよう。

1地 域格差の概況

日本 図書館協 会 発行の 『日本 の図書 館』1981・1990両 年版 をみ る と、1990年4月 現在 、

678市 区中617市 区(91%)、2590町 村 中519町 村(20%)に1831館 の図書 館が 設置 され て

い る。1981年 か らの10年 間 に設置率 が市10%、 町 村7%改 善 され、図書 館 を設置 してい

ない市 は61市 に減 ったが 、町村 は、 なお 、2081町 村 も残 って いる。 い まなお、2000万 近

い 人た ちが 、図書館 の ない地域 での 生活 を余儀 な くされ てい る状 況 が続 いてい る。
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また、市 区町村 立 図書館(以 下 「図書 館 」 とい う)の 年 間 貸出 冊数 は、1989年 度 に 人

口100人 あた り209冊 に達 してお り、10年 間 に90冊(76%)増 加 した こ とにな る。 個 々 の

図 書館 のサ ー ビス人 口100人 あた り貸 出冊数(以 下 「貸 出密 度 」とい う)を み る と、1980

年 度 には700冊 以上 の ところが北 海道 の様 似町(900冊)と 置戸 町(823冊)、 日野 市(743

冊)、 くにた ち市(719冊)の2市2町 で あ ったの が、1989年 度 には7市15町 にふ え、 さ

らに北 海道 の訓 子府 町(1365冊)を 筆 頭 に1000冊 以 上 が1市5町 もあ る。 これ に対 して、

人び との暮 ら しに役 立 つ 図書 館 サー ビ スの 出 発点 とい われ る貸 出密 度200冊 の 水準 に達

して い ない図書 館 は、1980年 度 の410市 区(75%)・273町 村(81%)か ら1989年 度 の280

市(45%)・288町 村(55%)に 減 って はい る もの の、最 も少 ない ところは、市 ・町 村 と

もに20冊 未満 で低迷 した ま まで あ る。 その ため、 空 白地 域 の 人 口よ りもさ らに 多い 人び

とが 、不 十分 なサ ー ビ ス しか利 用で きず 、 日々の暮 らしに必要 な資料 や 情報 か ら疎 外 さ

れ てい る。

これ まで か ら、 図書 館の 設置率 や 図書館 サ ー ビスの格 差 につ い ては 、年度 ご との全 国

統 計 が ま とめ られ た機 会 な どに、 『図書館 雑誌 』や 『図 書館年 鑑 』な どで随時 取 り上 げ ら

れ てい るが 、単年 度の 傾 向 を指摘 した もの が 多い。 こ こでは、 小稿 の対 象 とす る1980年

度 よ り5年 前 か ら、 それ以 前 の10年 間 の格 差 の 問題 を扱 って い る上 田修 一一[ほ か]の 「公
ヨ　

共 図書 館 の都 道 府 県格 差1964年 一1975年 の推 移 」(以 下 「上 田論 文 」 とい う〉

と、 『図 書館年 鑑』 の 「高 い」 「やや 高 い」 図書館 を取 り上 げ るこ とにす る。

(1)1964-1975年 の地域 格差

上 田論 文 は、 『日本 の 図書館 』1965・1976年 版 に掲 載 され て いる項 目の 中か ら、(1)蔵

書数 、(2)受 入図書数 、受 入雑 誌数 、(3)登 録 者数 、貸 出冊数 、(4)経 常 費の6項 目の

指標 を取 り出 し、都道 府 県(以 下 「県」 とい う)ご とに、 県立 ・市 区町村 立 ・私立 図書

館 の数値 を集計 して、 人 口あた りの 県平均 に対 す る水準 値 と全国 千分 比 を求 め 、 各 県の

構 成比 に よ る比 較 を行 って い る。

上 田論 文 は、 その 調査 結果 と千 分比 に よる分 折 を踏 まえて考察 し、

① 各県の 図書館 活動 に格 差 が ある こ と、

② その 格差 は増 大 しつ つ ある こ と、

③ 格差 の増 大 の要 因は 貸 出で あ るこ と
　 　

の3点 を指 摘 してい る。

1970年 代 は、 『市 民 の図書 館』(1970年)が 示 した新 しい図書 館の 在 り方 が全 国 の 図書

館 に よ うや く根 を下 ろ しは じめ 、東 京都 の図 書館振 興 策(1971-1976年)が 契機 とな っ

て 各地 に図書館 づ くりの住 民運 動が盛 んに な った時期 で あ る。 『日本の 図書館 』1976年 版

に よ る と、図書館 の 設置率 は市 区72%、 町 村10%で あ り、年 間 貸出冊 数 も人 口100人 あた
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り66冊 と低 い。全般的に図書館サー ビスの水準が低かった1964年 度に、既 に、登録者数 ・

貸出冊数の産出指標に10倍 を超 える開きが生 じていること、その後の10年 間で6項 目の

格差が さらに拡大 している状況 を、上 田論文は明 らかにしている。

しか し、上田論文 は、サー ビス人口ではな く各県の全人口をもとに して指標 を求めて

分折 しているため、当時県庁所在都市に図書館がない県、あるいは未設置 自治体の 多い

県ほど水準値が低 くなって、図書館活動の格差が増幅 される傾向がある。県立 ・市区町

村立 ・私立図書館の数値 を合算 した包括的なデー タをもとに分折 しているので、市区町

村立図書館の実態 とはいいきれない側面がある。 また、投入指標 とその結果である産 出

指標 を同列 に扱 って、貸出を格差増大の要因 としているが、区別 して考 えるべ きであろ

う。

(2)1980年 代の格差

『図書館年鑑』では、1982年 の創刊以来、ブロックごとに市区町村立図書館の充実度

と活動度 を評価 して、「高い」「やや高い」図書館 として掲載 している。これは、社会教

育審議会施設分科会図書館専門委員会の報告 「公立図書館の望 ましい基準(案)」(1972

年)が 掲げる基準数値 をもとに、各自治体 ごとに年間の収集冊数 と個 人貸出冊数 を点数

化 し、それに蔵書冊数(1984年 版から)の 評点 を加えた合計点で、「高い」あるいは 「や
らラ

や 高 い」 とラン クづ け を して いる。

この評価 法 では、

① 購 入冊数 では な くて寄 贈 を含む収 集 冊数 を取 って いる こ と、

受 入冊数 が購 入冊数 の2倍 以上 の ときは 、両者 の差(寄 贈 冊数)の1/2を 購 入冊数

に加 えて収 集冊数 とみ なす 方法 を1987年 版 か ら止 め てい るこ と、

② 収 集冊数 の評 点が 高 い こと、

③ 年 々蓄積 され る蔵書 冊数 を評価 に加 えてい る こ と

な どの ため に、図書 館活 動の 象徴 と もい うべ き貸 出の位 置付 けが低 くな って い る。 例 え

ば、 同書1991年 版 では 、貸出密 度2冊 未満 の市 ・町村 立 図書館 が蔵書 冊数 や新 規開館 用

の収集 冊数 の評点 で 「高 い」に ラン クされて い るか と思 うと、江 差市 立図書 館(4.17冊)

や 富 山市立 図書館(3.18冊)が 「や や 高 い」 の評価 で あ る。 少 ない蔵 書冊 数や 収集 冊数

で貸 出密度3冊 あ るいは4冊 を超 える活動 を してい る図 書館 をこそ評価 すべ きだ と考 え

るが 、 『図書 館年鑑 』はそ うは なって いな い。 しか し、評 価法 の問題 は小稿 の意 図す る と

ころで はな いの で、 この問題 には立 ち入 らな いで先 に進 む こ とにす る。

『図書館 年鑑 』の1982年 版 か ら1991年 版 まで を3年 間隔 で、市 区立 と町村 立 に分 けて、

「高 い」 と 「やや 高 い」図書 館の分 布 を調べ る と、表1、2が 得 られ る。

表1で 市区 立 をみ る と、1980年 度(1982年 版)に 「高 い」 と評価 され たのは46県 の23
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表1 「高 い」 「やや 高 い」

図書館活動の地域格差についての一一考察

市区立図書館の分布
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45宮 崎 8 8 8 8
一 一 一777--1　 1 一 一1冒 一7冒.1一n一 ■ 一 ■ 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一'幽'一 一 幽 一一 幽'一 一' 一 一 一 一 一 一 一 幽 幽 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 「一 一7-一 ■ 一,-n-F一 一 俺 一 臼,-R

46鹿 児島 11 2 2 12 3 3 12 4 4 12 4 4
一 幽'一 一 一 一 一 一 齢 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一r 一 一-一 一 一" 一1冒-一 ■ ■ 一 一 一 一 冒 一 醒 .一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 --▼1T. ▼ 一 下 一 一 一 一

47沖 縄 4 4 6 1 1 2 6 1 1

計 546 23 76 99 580 52 110 162 601 75 127 202 617 107 158 265

注1)『 図書 館 年 鑑』1982

2)東 京 都の 市 区数 は、

・1985・1988・1991年 版 よ り作成 した
。

「区数 一市 数 」 で示 して い る
。
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表2 「高 い 」 「や や 高 い」

図書館活動の地域格差についての一考察

町村立図書館の分布

県 1980年 度 1983年 度 1986年 度

　

1989年 度

設 置
肯
同 やや

ム
ロ 設 置

古
同 やや 八口 設 置

古
同 やや ムロ 設 置

古
同 やや A口

名 市区数 い
一占

局 い 計 市区数 い
山
局 い 計 市区数 い

山
1笥い 計 市区数 い

占
局 い 計

1北 海 道 21 8 7 15 26 13 5 18 33 18 6 24 37 23 7 30
■ 一 一 ■7卿-,--冒 ■ 一 曽 一9一 曽 一 一 ■ 辱 一 冒 冒 一 一 一 一 一 一 曽_一 一_曽 薗 曽 一 暫 層 甲 胃- 冒 一 一 一 一 ・ 一 一 胃F17一 一 曹 冒 一 一 冒 「 一 層 層 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 甲 -曹 一 ρ 曹 璽 一 幽 一 ¶ 冒 冒 一 幽 旧 一 一 辱 一 一 一 ■ 冒 曹 一 冒 曹 璽 一 嘘 一 一 一 卿 團 7一 胃 響 一-冒

2青 森 9 1 1 12 2 2 12 1 3 4 12 1 1 2
■ ■ 冒 冒 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 幽 一 一 一 　 一 　 ■-1冒 一 一 一 一 一 一 一 ヨ 一 冒 ■ 冒 冒-- 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一_一 一 一 一 一 町 ■ ■ 冒 冒 ■ 一 一 一 一_一 一 一 一 一 一 一 幽 〒 幽 一 π__一 一 一 一 戸 冒 一 一 一 冒 冒 一 一 一 一 一____冒 一 P-一 邑 一 ■ 一 一 山'¶T_一 _冒 一_一 一 ■

3岩 手 12 2 2 16 3 3 17 1 3 4 19 1 4 5
¶イ宮 門曹瑳 昌'… 一;一 一

〇

,-P"冒,一 一 一 一 巳 嘔8一 一 一 一 一 一 一 腎 "一 層;'冒

o

匿 一 一 一 一 一 一 一 一FF,,一 一 曹 一 一 一 一 「 一 一 一 一 巳 一 一

5

幽 一 雫 冒 早F 層 曹 一 ρ 曹 昌 一 一 一 冒 一 一 幽 噌 一 冒 一 冒 一w-

6

ト ー 一 一 一 ・ 一 辱 一 一,需 冒. 一 冒 層 一 冒 一 一

一 一 ■ 一 一 ■7F-冒 響 一 一 一 円FR曽 一 印 一 曽 曽_ 一1曹 冒 一 一 一 門n,鴨 一 一 齢 向 一 ▼ ■ 一 一 ■ 置 響1-■ 冒 　 一 円 一 俺 ■ 一 哺 ■ 曹,-響 層 響 一 一 ■ 一 一 円 円 一 円 一 →nn一 _一 一 一 一 冒 一 一,F-F一 曹 一 一 曽 一 一 一 一 ρ 一 一 藺 噛 齢 門 一 甲 一F-- 響,---　 7

5秋 田 10 11 1 1 14 1 1 14 3 3
一 一 一 一 一 一 幽 一 一7_ _一 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一_一 ■ ■ 冒 π 一 一 一 一 一 一 幽 一 一 一 一7 匿_冒 丁7π 　 一 一 一 一 一 邑 一 一rT7T-一 　 冒 冒 一 一 冒 一 一 一 一 幽 一 一 一 一1一 ■ 冒 ■ 一 一 一 一 冒__ 一 一 一 幽 幽'一 一 丁 一 一1一 一 冒 ■ 一 冒 ■ 一 一__一 一 一 冒

6山 形 7 8 1 1 9 1 1 9 1 1
曹 一 一 一 巳 一8-一 甲 一 一 仔 冒 一 ¶ 一 一 曹 一 一 曹 一_ 一 一 一,_■ 一 -響 一 卿 ¶ 一 ■ 一 巳 巳 一 一 畠 一 一_幽 一,層 冒 冒 一 一 一 一 一 一 畠 一___一 ¶ 雫,一 一 冒 冒 一 一 一 一8一 一 巳 畠 ρ 幽 一 嫡 層 冒 一 曹 一 一 昌 畠 一 甲_一 一_ 一 一 一 一 巳 畠 畠 一 一 一__■ 一__一 一 曹 一

7福 島 3 3 5 1 1 2 6 1 2 3
幽 一 一 一 願 ¶ ■ 響 一 一 一 一 ρ 冒 一 一 曽 一 一 幽 一 一 卿- 冒 冒 曹 一 一 一 一 ■ 一 幽 一 一 幽 一 一,願 層 冒 冒 一 一 一 曹 冒 ■ 一 一 一 薗 一 一 一 一 -一 一 層 響 一 ・ 一 ロ ー 曹 冒 一 一 一 ・ 暫 一 一 一 1冒 冒 ρ 一 一 一 一 一 一 一 藺 噂 層 一 冒-一 一 一 昌 ■ 一 暫 藺 一 一 一 冒--響 一 ■ 一 一 ■9"甲",

8茨 城 2 4 1 1 7 3 1 4 7 2 3 5
一 一 一-一 ■-F門 一 →

9栃 木
鴨P-一 幽 一 一

9

一7-1冒 一 RR円 齢 一 一 咽

3

一 一 一 一77冒

3

一 一 冒 一 一 →-

13

RR一 一 山 幽

2

幽 一 一_一 一 一

5

一 一F一 一Rド

7

一 一 邑 一 山 一 一

16

一-一 冒 ■-

3

鴨一一冨 一¶

o

一 一 亨 一7__

8

一 一 ■ → 一 一 →

19

一 一 一'幽 一

8

r冒 ■ 一 一 一 一

7

F-n齢 一 層 冒

15
一 冒 一 ■ 一 幽 一 一 一 一7 r-一 髄 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一7T¶ 曽 一 冒 一 一 ■ ■ 一 一 ■ 一 一 一 一 邑 一 一 丁 一 一 冒 ■ 冒_一_一_一 一 一 冒 一 一_ゴ 一 一 一 曽_一 一 匿 冒_一 一_一 一 一 一'腎 駒 一 一 一 ■ 　 一 一 　 一 一 一 一 一 〒 一 甲 一_曽 炉_ 一 一 一 一 一 一 一 _一__一 一 腎

10群 馬 4 1 1 2 5 1 1 2 6 1 2 3 9 4 2 6
昌 畠 一 一 畠 一 一 一 一 膚_ 一 ρ 一 一 一 一 一 一___一_ 一 弾_一_曹. 一 曹 昌 一 ・ 昌 一 一 昌 一 畠___ 一 而 願F一 曹 一 曹 一 一 曹 一. 8-一 一 一 π ゴ 一 一 一 冒 冒 一 曹 冒 一 曹 一 一 曹 一 9__一 腎 鴨 一 一 冒 一 一 巳 一 畠 巳 一 一 一 学 冒 曽 層 冒 層 響 一 一 一 一 一 一 一 一 嘱 一 一 昌`_畠 尊

11埼 玉 15 2 2 17 1 1 2 19 5 2 7 21 10 3 13
1-一 一 ■ 一 雫 門 輪 円, 陶,一 一 一 一7 一-圃 一 一 一 P一 一 一F邑 哨 幽 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一_一 一 一 一 一 一 幽 一 一 一 一 一 一_ _一_一 一_一 一 一 一 一 一 一 一 P-一 一 一 一 一 n--F-一 一 山 一 一 一7-一 一 一 一 一 円 一 一 一 一 一'一 一 一 一 一 一 一_一 ____一 一 ■

12下 一 葉 4 4 5 1 1 6 1 2 3
一 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 戸'一 一 一 一 冒-冒 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一7冒 冒 冒 冒 冒 一 ■ 一 一 _一 一 山 一r 一 一 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一_一 一 邑 一 一 一7一 冒 　 冒 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 囑 一 一 冒 ¶ 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1T1 冒-一 一 一 一 ■ _一 一_一 一 一

13東 京 7 2 2 9 2 1 3 9 3 1 4 9 3 1 4
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 噌

14神 奈 ∫ll

一,一 響 一 一 一

7

巳 畠 一 一 一 一 一_一_一 一 ¶

1

一 一P一 騨,層

1

胴 曹 一 一 曹 一 一

9

巳 畠_一 一 一 一

3

一 一 需 層 響 冒.

2

曹一"二 一'

o

巳 一 一 幽 一 一 一

9

一 一 一 一 冒-

3

曹 一 一 ρ 巳 一 ¶

3

一 一 一 一 一 胃 一

6

■ 一 一 嘔___

9

願F7,層 一

4

一 一 一 一 一 一 嘱

3

`一 畠__一 幽

7
PP■ 雫 一 ■ ■ 一 ■,7 7置 冒 一-一 冒 一 ■ 円 一 ■ 一 一 一n一 臼 一 一 一 一1冒 ■ 一 一 ■ 一 一 一 一 一 円 ヤー_-7一 醒 T-一 一 　 一 一 一 → 円RF一 剛 幽'山 一7__ 冒 　 一 一 一 一 一 一P-'哺 一 一 冒 冒 一 ■ 一 一 一 円R殉 申 虚 -一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 門r 幣 ▼7響 一 一 冒

15新 潟 4 1 1 6 2 2 7 11 1 2 3
一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 幽 一 一 一 一 一 一 了 Tπ 冒 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 幽 一 一77一 冒 冒 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 丁 冒 胃 冒 冒 ■ ■ 一 一 一 一 一 一r-一 一 ■ 冒-一 一 一 一 一 一 一 一 一7 7冒 一 冒 一 一 一 一 一 一 一 一- T____■ ■

16富 山 18 4 4 26 11 11 26 1 9 10 26 2 10 12
,騨.一 一 一 幽 一_幽_ 一F-一 一 一 一 一7-一 一 響 一 一 曹 一 一 曹 一 一 一 一 一 一_一 一 一 一,P7層 ,一 一 曹 一9巳 一 一 一_一 一 一 一,騨 卿 冒 一 響 冨 一 曹 一 一 ■ 昌 9昌 一 一 一 一 胃 雫 一F-一 一 一 一 一 一 一, 口 弓 冒 一 一,一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 曹 一 一 曹 曹 一 一 一 一

17石 川 22 2 2 22 4 4 23 1 6 7 23 3 3 6
-一 一 早 冒 ■ 一 冒,曹 冒

18福 井
"R一 三 一"

o

一 一 円 一 層 噛 __一__一 一 -一 一 一 一 一 一 円 一 一 円 一 一 円

7

P駒'一 一 一

1

■1-一 一 冒 ■

3

一 一 一 咽P一 戸

4

一 一 一 一 一_-

9

一 一 ■ ■ 一 一

1

一 一 一 ρ 邑 山 噛

4

一 一 一 一」 一 一

D

一 一 一 一 円P-

11

一 一 一 一 一 一

2

一 一 　 一 一 一 一

4

一 一P囎 糟7曹

6
-一 一 一 一 一 一 一 一 一_ _一 ■ 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一71 一 一 一 冒 一 一 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 幽 邑 一 一 一 一-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ㎡ r-一 一 一 『 冒 冒 冒 ■ 一 一 一 __-P-一_ ■ ■ 冒 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 齢 一 π 冒 〒-1 一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一 山 丁 冒

19山 梨 3 4 1 1 6 1 1 8 2 2
一 一 一 一 畠 一 一 一 ¶F-

20長 野

一 一 一 一 一 巳 一

14

臨_・ 匿 一_ 一 一 一 一 騨 一 一

2

",一 一 曹 一 冒

2

一 一 一 巳 一_

17

P一 一 一 一 咽, … 一'F-'

b

一 一 一 一 昌_一

5

早 辱 早 一 一 響,

18

甲一 曹 一 一 一 一

1

昌 一 一 ρ 幽 幽

5

一 一 冒 冒 一 一 巳

6

一 一 一 畠_`_

18

甲 一,一 一 一

2

ロ'…F曹'

o

一 曹 昌 一 一 臨 一

7
暫 一-冨 一 一 一 一 一 一 一

21岐 阜

一F冒 ■ 一 響-

7

冒 一9冒 一 ・ 一 一 一 一_一 團

3

■ 一 ▼F曹--

3

冨 冒 一 曹 一 一 一

9

幽 一 一 冒 ■-

1

'-7-∫ 冒-

o

冒 冒 一 一 ■ 一 響

6

鞠 冒 一 一 冒 ■7

9

甲 一-ー ロ ー

2

ロ 冒 一F-一 「

3

冒 ■ 一 ▼,1冒

5

一 一 冒 一 一 一 一

11

,鱒 冒 一 一 臼 ■

3

7■7▼ 用 一 一

2

一 曹 冒 一 璽 一 一

5
一 一 一 一 一 幽 一 一_一 一 一F-一 一 一 一 一 一 山 一 一 幽 一 T_T__一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 冒 ■ 一 一 冒 一 一_一 一 一 一 一 幽'一 一 一 一 7r-一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 丁__ 一-一 一 一 一 ■ 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 冒 一 ■ ___一_■ 一

22静 岡 12 9 1 1 12 2 1 3 15 4 4 8
冒 ¶ 而 ■ 冒 一 ■ ■ 冒 一 一

23愛 知

一 一 一 一 一 一 幽

6

一 一 一 一 一1 _____一 一

2

一 一 一 一 一 一 一

2

一 一 一 一 一 一 一

8

__曽 一 一 一

2

一 一 一 一 一 一 一

4

一 一 一 一 一 冒 口

6

一 冒 冒 一 一 一 一

11

一 一 一 一 一'

5

一 一_'曽 冒 ■

4

一 一 冒 一 一 一 一

9

一 一1冒 冒 冒 π

15

一 一 一 一 一 一

7

一 一 一 一ドr朝

o

一 一1__曽 智

12
暫 冒-曹 冒 一 一 一 冒 曹 一 一 ρ 一 一 幽 一9 一 一 一 一 ■ 騨 胃7-一 一 匿 ■ 一 冒 一 一9-一 ・ 一 辱 騨 一 卿, 冒 一 暫 一 一 一 曹 冒 一 一 幽 一 曽 一 一 馬 一,層 響 口 冒 曹 冒 一 一 冒 ■ 一 冒 一 一 一 一 ,冒-ρ 冒 一 引 一 一 ・ 一 一 一F 冒 甲 響 冒 一 一 一 匿冒 冒 一 曹 一 一 一 ■-F-一 一 冒 冒 冒 一 一 ロ ー

24三 重 2 1 1 6 2 1 3
▼含5滋"實 冒F-一 一 一 冒

3

一 一 一 一 一 一 _軌 層__-1

1

一r-7醒 一 ■

1

一 ■ 一 一 一 一 一

3

R_一 一 一 一

1

一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 甲

1

鱒 一 一 一_一_

4

一 一 一 一 一 一

1

一 一 舳 一 一7-

2

冒 ■ 一 一 冒 一 一

3

一 一 一 一 臼 一P

8

一 一7-一_

7

■ 一 一 一 一 一 一

1

一 一 一P哨 一 一

8
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

26京 都

一 ρ 一 一 一 一 一

6

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

2

冒P-一 曽 一 一

2

一 一 一 一 一 幽 一

6

一 一 一 一 一 一 "曽 曽 冒 一 一 一

2

一 一 一 一 一 山 一

2

曽 胴,曽 曽 冒 曽

8

「 曽 一 一 一 一 一

2

_一 一'騨 魑 一

3

一 一 一 一___

5

一 一 一 山 一 一 噌

8

一 一 響 一 一 一

2

一 曽 一 一 一_-

3

一一一7ボ ー

b
り 一_一 一 一 一__一 一 一 ρ 一 曹 一 一 響 ,一 一 曹7冒 冒 一 曹 一 一 曹 一. 曹 蟹 藺 ・ 嘔 一 一 幽 一 一,冒 胃 層 一 曹 一 一 曹 一 9一 一 一 嘔 一 幽 一 卿 層 願 一 層 「 一 一 曹 一 一 曹 一 ρ 一 一 一 一 幽 一 P-冒 ρ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 胃 帰 一-冒 曹 一 冒 冒 一 一 層 一 一 一 一 讐 一 一,■ 一,一 一 一 ロ ー

27大 阪 2 1 1 2 1 1 4 2 1 3 3 2 2
冒 ■ 一 冒 冒 一 ▼ 用 一 暫 一 ■F-一 一 一 ■ 一 一 丁7冒 回 _丁 冒 丁_冒 ■ 冒 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 幽 一 マ 冒 一 一 一 胃 回 一 一 冒-一 一 ■ 一_一,1-一 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 山 一 丁 --一 胃-■ 一 ■ 一 一 一 一 一_一 一 一 山 山

28兵 庫 4 7 3 3 7 1 2 3 9 3 4 7
■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一r7-一 一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一77〒 冒 一 一 冒1冒 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一6-一 一 一 一 冒 冒 冒 冒 一 一 一 一 一 一 一' 冒1胃 π ■ 冒 一 一 π 一 一 一 一 一_一 ρ`幽 咽 --一 闇 冒 　 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 臨 一 一 一 一7 冒 ■ 一 一 一 一 一____`一

29奈 良 4 4 4 6 1 1
一 回_一 一__一 一 一 一 r'一 響 一"冒 曽 辱"一,一 一 一,一 一 一 ¶ 辱 一 一 一 一 一 一 願 辱 雫 冒 一,一 ■ 一 曹 冒 一 曹 一 一 一 一 幽 一 一 一 一 冒 冒 一 一 一 一 ■ 一 曹 一 一 一 一 一 幽 一 一 一 一 ,冒 ■F冒 一 一 ■ 一 一 一 一 幽 騨 冒 騨 冒 冒 一 一 口 冒 一 一 層 一 ・ 一 一 一 辱 層 冒 -曹 一 一 曹 ■-

30和 歌 山 6 1 1 6 6 1 1 6
一 一 ▼7-■ 一 一 一 一 ▼ 冒F■ 匿 層 一9 髄 ・ 一 冒9曹 一 冒 冒 一 曹 一 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一__幽 幽 一 一 一 一 ■ 一 冒 冒 一 一 一 一 一 一 舳 冒 一 一 冒 一 ■ 一 一 一 冒 一 一 一 一 一_一 ρ 一 一 刷 冒-1冒 ■ 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 山 一 一 一 一 冒 　 一 一 一 一 一 一 邑 山 一 ▼7T

31鳥 取 2 2 2 6
幽 一 一 一 ■ 一 一,一 一- 冒r-一 一 一 一 ,_膚_掴 一 一 内 一 一 噌 一 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 幽 一 一7-1 一 一 ■ 一 一 一 一 一 幽 一 幽 一 一 一 一 一 一1冒 一 _一 一'一 一 一 一 一 山 一 一 一_ 一r冒 ■ 一 冒 一 冒 一 ■ 一 一 一 一 一77■ 一 一 一__,'一

32島 根 6 10 14 16 1 1
一 一 一F雫 冒 一 一 一 一 一 rρ 一 巳 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一__一__一 魅 一 一_一 餉_ _匿 一 一 胃 冒 ,冒 一 曹 一 ■ ¶ 巳 畠 一 一 一 一 冒 冒 一 魎 冒 一 冒 冒.一 一 一9嘔 一 ___一 甲"一 一 一 一 一 一 昌 一 一 一 一 一 璽 一 一 巳 一 一 幽 一 一 騨 口 曹 一 一 一 昌 塵P,層 一 冒-

33岡 山 4 4 1 1 5 1 1 2 7 1 3 4
-¶ 一 一 畠 一 一 一 一 囎 一

34広 島

一 一'二 一 曽

D

曽 ■ 一 一_, _一一 一 一 一 一 一__9-一 曹 ■ 一 曹 一 一 一,

5

■ 一 一 一 一 一 一 昌 一 一 一 一 一 囑

1

弓 冒 冒 一 一 曹 口

1

■ 一 一 一 一 一 一

6

一 一 一 一 一 一 冒 一 曹 ρ ■ 曽 一 一 幽 一 一 一 一 冒 口 冒 冒 層 一 一 一

6

,冒 一 曹 一 一 曹 一 一 一 一 辱 冒 一

2

冒 一 一 曹 一 一 一

2
一 丁 π 冒 冒 一 一 一 一 一 一

35山 口

一rr-■ 一 一

16

一 一 一7冒 一 一 一 一 一 一 一

2

一 一 一 胃 冒 ■

2

一 ■ 一 冒1一 一

20

冒 一 一 一 一 冒

3

一 一 一 ■ 一 一 ■

1

一 一 一 一 一 一 噌

4

冒 ■ ■ 一 一 ■-

19

一 一 一 一 一 一

3

一7-"冒 一 一

2

一一 一一F-

o

一 一7一 π 冒 冒

21

冒 冒 冒 ■ 冒 一

4

一 一 一 一 一 一 一

3

一 一'一 一7-

7
冒-一 一 凹 一 一 一 一 一 一 一r■ 一 一 幽 一 7-■ 冒 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ,一 一 一 一 一' P一 一 一 一 一 一 一 一"一 冒 一 ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 畠``-1一 一 一1-一 一 一 一 一'一 魅 一 7117冒 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ,一 一 一r-_ ____一 一 層

36徳 、 島 4 1 1 5 8 1 1 12 4 1 5
一 一 曽 ■ 一 一 ■ ■ 一 一1 匿F-冒 冒 一 曽 甲,一 一 幽 一 一,一 騨,一 一 暫 冒 一 暫 一 一 冒 一 一 曹 冒-一 ▼ ,7-一 一 『 冒 7響 一 冒 冒 一 一 層 一 幽 一 一 ・ 一 一 一'-7-1r『 冒-冒 冒- -一 冒'幽 白 ▼ ■ 一 一 一 響 一 一 璽 冒 一 璽 一 一 一 幽 一 一 邑 山 1甲 一-曹 冒- 響 冒 冒 冒 冒 一 一

37香llI 7 8 10 3 3 11 1 4 5
■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 P一1-■ ■ 一 幽 一 一 一1暫 一 一 藺 一 一 一1 一 一 一"T-▼ 響7曹 響 ▼ 一 一 一 一 一 一 一77 一 丁 罰 冒 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 山'-1一1 冒 冒 一 一 一 一 一 一 一 ρ 一 一 凹 一 一 一 一-冒 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ,一,山 一 一_ 一_一_一 ■ 一

38愛 媛 6 1 1 6 1 1 2 7 1 2 3 7 1 3 4
冒 曹 一 一 一 巳 一 一 一 一 一 一'一 一 冒"曹 隔 一 巳 一 畠 一 一 7__■_齢 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一`一 一 ・ 畠 一 嘔 一 一 臨 一 一 鴨 一 一 曹 冒 一 曹 一 一 一 一 一9昌 一 ■ 臨 一__一_ 騨 一 一"-冒 ■ 一 曹 一 一 曹 昌 一 一 一F■ 一 層 一 一 一 一 一 一 一 一 畠 一 畠 一 卿, ,謄 響 一 一 一 一

39高 知 7 7 7 9 1 1
一 営 曽 一 ■ 一 層7胃 冒 冒 冨 ρ 冒 冒 一 ■ 曹 匿 ■ 一 一 ■ 一 冒 曹 一 一 幽 一 一 團 ,咽 冒 匿 一 一 一 冒 一9冒 一 一 冒 一 響 冒 一 冨 響 冒--冒 冒 一 一 一9幽 曽 一 一 一 冒 一 ▼F-冒- 冒 冒 一 謄 一 一 藺_-r--1 ▼1層--冒 冒 一 璽 冒 一 一 一_ 一 冒 胃F一 響 冒 一 冒 一 曹 冒 一 曽 層 一 ・ 一 一 一

40福 岡 3 3 4 4
一 旧 冒 一 一 一 一 一 一 一 一

41佐 賀

_ρ 一 一 一 一 一

4

匿 ■1■ 一 一 一 一 一 一1-■-

1

一 一 一 一 一 一 一

1

一一一一;一一

〇

一一一一一一 一 幽 一 一7一_

2

冒 ■ ■ 一 一 冒 ■

2

一 　 一 一 一 一 一

5

一 一 一 冒 冒 　 一 一 一 一 一 一 一

2

一 一 一 一 邑 一_

2

一 冒 ■ 　 一 一 　

5

一 一 一 一 一 一 一 1一 冒 『 胃 ■-

1

一 一 一 一 一 一 ■

1
一 曹 一 幽 ・ 曹 一 一 一,騨 一r-冒--冒 一 ・ 一 一 一 一 一F雫 騨 一 ■ 一 曽 一 一 一 一 一 ▼ 瞬 層 暫 一 一 曹, 曹 一 胃 冒F- 響,冒 ロ ー 曹. 一 一 曽 一 一 曽 一 ,一 一 馬 層 冒 一 冒 一9-一 一 一 一 一r■ 一 ■ ■ 一 一-響 冒- 一 冒 ■ 璽 一 一 ■ ■-7■.F -冒 一 一 一 一 一 一 一 幽 一 哺n

42長 崎 4 2 2 5 3 3 5 1 2 3 7 1 2 3
冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■1-一 一 一 幽 一 一 一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 _一 ■ 　 一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 邑 一 一 一___ 一 一 一 一 一 一 一 一__'一 一 一 一 一,一 一__ 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 山 ヤ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

43熊 本 7 8 8 8
一 冒 一 一 一 一 一 山 一 一 一 一'り 一_¶ 曽 一 一 冒 一 一 一 一 山 一 一 一 一 髄 曽 一 一 一___ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 層 髄_冒 一 一 冒 一 一 一 冒 一 一 曹 巳 一 畠__ 一 一 → 一_騨 __一'響 曹 一 一 一 一 一 曹 臨 鰯 一 一 騨 り 密 愉1 一 曹 一 一8一 一 一 一 一 一 一 輸 一 一 一 一 噛 一 一

44大 分 1 2 3 1 1 3 1 1
■ 一 ▼-一 冒 一 曹 一 一9

45宮 崎

冒 ρn膚 舳 ■-

4

■ 一 一 馬 一 冒 冒 響 一9一 幣 騨 一 冒 ■ 一 層1曹 一 一 一 冒 一 ・-

4

幽 一m-一 ■ 一 冒 ■7冒 ■ 一 γ,響 暫 層 響 一 一 一 一 円 →F-

4

鴨 醜 囎 一 一__ ▼,冒 「 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 円 一 門 鵬 一;一 一

〇

-一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一P牌"

1

F一 円 円F一 幽

1
一 一7冒 ■ 一 ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 冒 ■ 置 ■ 一 一 一 円 艀 山 一 一 一 一 一 一 一 一 F輸 一 曹9-一 一 一 一 一 一 一 1-一 一 冒 ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一7一 7T■ 一 ■ ■ 一 一 一 ρ 一 一 一 幽 幽 一 一 一 丁_ 幽 一__一_一 ■ 一 一 一 一 一 一 邑 一 一 一 一 一 一 一 邑 曹_-　

46鹿 児島 21 1 1 18 20 2 2 4 20 4 2 6
噛 一 一 一_____一 一 一'一 一 一 胴, 一 一 一 一 一 一 一___一 一 一 一 一 一 一 一 雫 曽 冒 一 一_一__ 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 冒 冒 髄 冒 魑 一 一 響 一 一 一 一 一 一 一 昌 畠 ■_____一 卿,一'冒 一 一 一 一 一 一 昌_ 胴 一 一 胴 り 暫 一 冒 一 一 一 冒, 一 一 一9一 一 一 昌 巳 一 圏_一 一

47沖 縄 1 3 4 2 2 5

計 335 12 43 55 394 36 69 105 453 69 87 156 519 119 106 225

注 『図書 館年 鑑 』1982・1985・1988・1991年 版 よ り作成 した。
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図書館活動の地域格差についての一考察

市区(4%)で 、 その うちの2区14市 までが東 京都 で あった。 「や や 高 い」の28県11区65

市(14%)を 合 わせ た99市 区の 内訳は 、東京都 が36市 区(49市 区の74%)と 最 も多 くて、

7市 の愛知 県(25市 の28%)・ 大 阪府(26市 の27%)、6市 の千 葉 県(24市 の25%)、5市

の北 海道(27市 の19%〉 が続 く。 この5県 だ けで61市 区 と全体 の62%を 占め てお り、東

京 をは じめ大都 市圏 を中心 に 図書 館が 整備 され て きた こ とを うか がわせ て い る。 県下市

区立の50%以 上が 「高 い」 または 「や や高 い」 に該 当 してい る県は、1980年 度 には東京

都 だ けで あった が、1989年 度 には17県 にふ えてい る。 その うち、近畿 以西 は滋賀 県 と京

都 府 だ けで あ り、 中部以 東が15県 と圧 倒 的 に 多い。 一方 、表1で 「高 い」 あ るいは 「や

や 高 い」の 市が ない 県は、1980年 度で は19県 で あったが 、1989年 度 では8県 に減 ってい

る。 その うち、 東 日本 の1県 と西 日本 の3県 は、一 度 も該 当市 が なか った。

表1か ら、1980年 度 以後 に図書 館 を設置 す る市 かふ え た県で、新 た に 「高 い」 あ るい

は 「やや 高 い」市が 出現 し、 その後次 第 に増加 して いる こ と、設 置率100%な どの ため に

図書 館設 置市 がふ えて いな い県で も、複数 館の 設置 あ るいはサー ビスの向上 な どに よっ

て、年 と ともに ラ ン ク入 りす る市が 増加 して い るこ とな どが指摘 で きる。

表2に よる と、1980年 度の 「高 い」図書 館4県12町 村 の うち8町 村 が北海 道 で、市 区

立 にお け る東京都 以上 に ウェ イ トが高 か ったが、次 第 に全国 に広が って行 き、1989年 度

には該 当町村 の な い県が6県 に減 ってい る。 その 後の町村 立 図書館 の整備 ・充 実 を反映

して 、1989年 度 には、 「高 い」図書 館が119町 村 と 「やや 高 い」(106町 村)を 上 回 って い

るが 、その 内の86町 村が 中部 以東 であ り、327町 村 の26%に あた るの に対 して 、関西 以西

は33町 村(192町 村 の17%)と 少 ない。 県下町 村 立図 書館 の50%以 上 が該 当 してい る県

も、100%の 滋 賀 をは じめ とす る17県 の うち、近畿 以西 は3県 だ けであ る。表2で 、該 当

す る町村 立 が一度 もなか った6県 の うちの5県 まで西 日本 で あ り、 こ こに も大 きな地域

格 差 のあ る こ とがわか る。

2個 人貸出の状況

(1)全 国的状 況

『図書館 年鑑 』1982・1991年 版 の 「公立 図書館都 道府 県別 集計 」 をみ る と、市 区町村

立 図書 館 の個 人 貸 出冊数 は、 人 口100人 あた り119冊 か ら209冊 に90冊(76%)ふ えて い

る。 この指標 は、 県 ご とに市 区町 村 立図書 館の 個 人貸出冊数 を集 計 した もの を、 その 県

の総 人 口で 除 して100人 あ た りの数値 を求 め た指 標 であ る。ここで も、図書館 設置率 の低

い 県、設置率 は高 くて も総 人 口に対 す るサー ビス人 口の比率 が低 い県 な どは、実 態以上

に低 い指標 が示 され る こ とに なる。

そ こで 、で きるだ け実 態 で比較 す るため に、 各県 ご とに市 区町村 立図書 館の サー ビス
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図書館活動の地域格差についての一考察

表3県 別にみた市区町村立図書館の貸出密度の状況

人 口100人

あ た り

市 区 立 町 村 立 県 別 集 計

1980! 1989 指数 1980 1989 指数 1980 1989 指数

最大値

最小値

中央値

平均値

318

32

120

174

422

67

205

263

133

209

171

151

319

19

108

128

632

62

216

250

198

326

200

195

318

38

110

168

421

70

207

262

132

184

192

156

格 差 9.9倍 6.3 16・8【10・2 8.4 6.0

注1)『 図書 館年 鑑』1982・1991年 版 の個別 デー タか ら県 ご とに集 計 し作成 した。 なお 、貸 出

密 度 はサー ビス 人ロー 人あ た りの指 標 で あ るが 、 ここで は100人 あ た りで示 して い る。

2)『 年 鑑』には、1981・1990両 年 の4月 創 設の館 の数 値 を算 入 してい る場 合 が あ るが、 こ

こで は除 いて い る。

3)「 格 差」 は、 各年 度の最 大値 の最 小値 に対 す る倍率 を示す。

人 口 を求め て、市区立 ・町村 立別 に、 貸出密度 が1980年 代 に どの よ うに変化 したか を調

べ る と、表3が 得 られ る。

表3で 市 区立の最大 値は、 両年度 と も東京 であ り、最 小値 は1980年 が徳 島県、1989年

度 は宮崎 県であ る。 貸出密度 が200冊 以上 の県は、1980年 度 が東京(318冊)、 千葉(222

冊)、 大阪(221冊)、 高知(220冊)、 愛知(213冊)、 富 山(201冊)の6県 に過 ぎなか っ

た のが、1989年 度 には27県 と半数 を超 え るまでに なってお り、その うちの6県 は300冊 以

上 であ る。 この10年 間 に最大値 が伸 び悩 んでい る一 方で、最 小値が2倍 以上 にふ え、上

下 の格 差 は10倍 か ら6倍 に縮 小 してい る。

町村 立 では、最大値 は両年 度 とも大阪府 で、最小 値は1980年 度 が本土復 帰後間 もない

沖縄 県、1989年 度 は宮城 ・鳥 取両 県で あった。1980年 度 には、既 に300冊 を超 えてい る大

阪(319冊)、 北海 道(313冊)、 東 京(301冊)と 京都(209冊)の4県 だ けが200冊 以 上

で 、格差 も17倍 と大 きか った。 しか し、1989年 度 に は300冊 以上 が11県 、200冊 以上 も18

県にふ えて上下の 開 きが10倍 に縮 まってお り、1980年 代 にお ける町村 立 の躍進 を うかが

わせ て いる。

「県別集計 」の平均 は168冊 か ら262冊 へ 、10年 間に56%増 加 して いる。 中央値 が1.9倍

と平均 の伸 び率 よ りも高 く上昇 し、1980年 度 には平 均の65%で あ った のが1989年 度 には

79%に まで上 が ってお り、低 い水 準 にあ った県の レベ ルア ップ が全国的 に進 んでい るこ

とが わか る。 また、 『日本 の図書 館』の全国平均(119冊 か ら209冊)の76%増 よ りも伸 び

率 が低 いため、 「県別集 計」の平均 との比率 が1980年 度の1.4倍 か ら1989年 度の1.3倍 に下

が ってい る。

次 に、 県 ご との貸出密 度が10年 間 に どの よ うに推 移 したか を調べ る と、表4が 得 られ

る。
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表4県 別貸 出密 度の 推移(1980-1989年 度)

1989

1980

50冊

表満

50冊

以 ヒ

150冊

以L

150冊

以 上

200冊

以 ヒ

250冊

以L

300冊

以 ヒ

350冊

以L

400冊

以 上二

450冊

以h

500冊

以 ヒ

550冊

以 と

600冊

以1二

1980年 度

合 計

〔市区 ウつ

300冊 以L
上

1 1

250冊 以 上

200冊 以 ヒ

L

1 2 2 5

150冊 以 長 4 2 6

100冊 以 上 7 10 17

50冊 以 上

⊥

2 3 5 2 2 14

50冊 未満 1 1 1 1 4

1989計 3 4 13 18 6 2 1 47

咽丁村 立}

300冊 以L 1 1 1 3

250冊 以 ヒ

200冊 以L 1 1

150冊 以 上 1 2 1 1 5

100冊 以 上 1
」

4 1 8 2 2 1 18

50冊 以 上 1ミ3 4 3 3 1 1 16

50冊 未満 11 1 1 1 1 1 4

1989計 ll3
1

9 5 14 4 6 2ミ 1 1 1 . 47

注 『図 書 館年 鑑』1982・1991年 版 の 個別 デー タか ら作成 した。

表4に よれ ば、1980年 度 に市 区立 の貸 出密 度 が200冊 未満 で あった41県 の うち、「150冊

以上 」の6県 すべ て と、 「100冊 以上」 の17県 の うちの10県 、 「50冊以 上」 の14県 中4県 、

「50冊未満 」の4県 中1県
、計21県(49%)が1989年 度 に200冊 を超 えて いる。 「50冊以 上」

よ り下位 の とこ ろでは、10年間 に70%以 上の 県が200冊 未満の 水準 に停滞 して い るの が 目

立 って い る。 この期 間、 同 じラン クに ある県 は 「50冊以上」の2県 と 「200冊 以上 」の1

県で あ る。

町村 立 では、1980年 度 に43県 が200冊 未 満で あ ったのが 、「50冊未満 」の4県 中3県 を

は じめ25県(58%)が1989年 度 に は200冊 以 上 に なってお り、全体 としては市 区立以 上 に

大 きな伸 び率 を示 してい る。 なお 、町村 立で 同 じラ ン クに停滞 して い るの は8県 で、下

が ったの が1県 あ る。 市区 立同様 、町村 立 で も 「100冊 以上 」よ り上 の ラン クにあ った 県

の伸 びが大 きい。

(2)県 別 にみ た貸 出密度 の状況

貸出密 度の推 移 を よ り具体 的 に把握 す るため に、 『図 書館年 鑑』の1991年 版 に よって市

区 立 ・町 村 立別 に1989年 度 の 貸出密度 を計 算 し、それ ぞれL位10県 と下位10県 を選 んで 、
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図書館活動の地域格差についての一考察

表5サ ー ビス人口と貸出密度(市 区立図書館)

県 1980 1989

人 口 個人貸出 人 口 個 人 貸 出

名
一

総 人口 サーヒス人口 比率 貸出冊数 人 口あ た り 総 人口 サーヒス人口 比率 貸出冊数
人 口
あ た り 増加率

(Aグ ル ー フ゜)笹 人 千 人 % 千冊 冊 F人 千人 % 千冊 冊 %

東 京 11,212 11,013 98 35,066 318 11,492 11,492 100 48,442 422 33

滋 賀 583 389 67 563 145 653 653 100 2,265 347 139

千 葉 3,939 3,659 93 8,130 222 4,807 4,293 89 14,266 332 50

愛 知 5,196 4,951 95 10,530 213 5,465 5,395 99 16,813 312 46

高 知 547 525 96 1,156 220 560 560 100 1,633 292 33

岡 山 1,352 1,270 94 2,316 182 1,394 1,394 100 3,951 283 55

大 阪 8,027 5,741 72 12,699 221 8,295 8,136 98 22,443 276 25

埼 玉 4,495 4,233 94 7,582 179 5,411 5,180 96 14,231 275 54

奈 良 812 595 73 580 97 909 759 84 1,926 254 162

京 都 2,167 2,047 94 824 40 2,188 2,188 100 5,420 249 523

合 計 38,330 34,423 88 79,446 184 41,174 40,050 97 131,390 304 112

(Bグ ル ー フ゜)

福 井 536 462 86 591 128 553 520 94 909 175 37

鳥 取 347 38 11 38 100 361 229 63 381 166 66

石 川 764 764 100 638 84 794 794 100 1,251 157 87

大 分 864 369 43 274 74 895 417 46 616 148 100

沖 縄 762 421 55 511 40 830 634 76 913 144 260

長 崎 980 458 47 272 59 981 506 52 719 142 141

青 森 945 904 96 666 74 956 897 94 1,196 133 80

佐 賀 457 291 64 247 85 460 293 64 265 90 6

山 梨 407 352 87 223 63 410 322 79 251 78 24

宮 崎 779 518 67 228 44 796 514 65 345 67 52

合 計 6,841 4,577 67 3,688 75 7,036 5,126 73 6,846 130 85

注1)『 図書 館年 鑑 』1982・1991年 版 の個 別 デー タか ら作 成 した。

2)「 総 人 口」 は、 自治 省行政 局 編 の 『全 国 人 口 ・世 帯数 表 人 口動 態 表』 昭和56年 版 ・平 成

元年 版 に よる。

1980-1989年 度 の サー ビ ス人 口お よび貸 出密度 の変 化 を調 べ たのが、 表5、6で ある。

表5に よ り市区 立の状況 をみ る と、上位10県(以 下 「A」 とい う)に 東 京都 と政令 指

定 都市 を抱 え る愛知 ・大 阪 ・京都 の3県 を含 んで い るため、1981年 のAの 人口は下位10

県(以 下 「B」 とい う)の5.6倍 、サ ー ビス人 口は7.5倍 の差が あ り、1990年 には5.9倍 と

7.8倍 に少 し開 いて いる。 しか し、本稿 で は、サ ー ビス人 口に基づ く単 位 あた りの指標 の

比 較 を意図 して お り、大 勢 に影響 は ない もの と考 えて い る。 各10県 の地域 別の 分布 は、

A・Bと もに東 日本4県 、西 日本6県 であ るが、Bの 西 日本6県 中5県 が九州 で ある。

1980年 度 には、Aの5県 がす で に貸 出密 度200冊 を超 えていた が、Bに は な く、2県 が
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図書館活動の地域格差についての一考察

100冊 を超 えて い るだ けであ り、両 グルー プの平 均 は2.5倍 の 開 きが あ った。Aの 最 大値

(318冊)はBの 最 ・J・値(40冊)の8倍 で 、前掲 表4の1980年 度 の倍 率(9.9倍)よ り低 く

な ってい るが 、 これ は最 ・」・値 の違 い に よる もので あ る。 なお、Aの 京都府 の1980年 度指

標 が40冊 と際立 って低 いの は、京 都市 立 中央 図書館 が 開館前 の年 度 の ためで あ る。

1989年 度 の 貸出密 度 では 、Aの 京都 ・奈 良 ・滋 賀3県 が2倍 以上 に伸 び 、増加率 の10

県平均 で も112%と 倍増 して いるが 、貸出密 度 の平均 は 、184冊 か ら304冊 へ65%の 増加 で

あ る。 これ に対 して 、Bで は 、沖縄 県 が3.6倍 と大 幅 に増加 したほ か、長 崎(2.4倍)・ 大

分(2倍)2県 も倍増 して、10県 の 平均 増加率 がAよ り14ポ イン ト高 くな ってい る もの

表6サ ー ビス人口と貸出密度(町 村 立図書館)

県 1980 1989

人 口 個人貸出 人 口 個 人 貸 出

名 総 人口 サーヒス人口 比率 貸出冊数
入 目
あた り 総 人口

廿 一 ヒ ス ノ＼口 比率 貸出冊数
人 目
あた り 増加率

(Cグ ル ー フひ)獄 丁一人 % 下冊 冊 F人 下一人 % f冊 冊 %

大 阪 271 76 28 242 319 269 68 25 431 632 98

滋 賀 504 68 13 85 126 542 174 32 972 560 344

北海道 1,607 279 17 871 313 1,512 430 28 2,000 465 49

愛 知 1,004 141 14 219 155 590 98 17 1,384 366 136

京 都 343 109 32 227 209 358 156 44 550 353 69

東 京 148 121 82 365 301 163 151 92 525 349 16

徳、 島 418 32 8 33 102 414 131 32 454 346 43

長 崎 616 46 8 78 170 599 96 16 331 346 104

埼 玉 934 316 34 337 107 783 493 63 1,621 329 207

干一 葉 834 91 11 56 62 608 187 31 578 309 398

合 計 6,679 1,279 19 2,513 186 5β38 2,264 38 8,846 406 146

(Dグ ル ー フ゜)

新 潟 906 63 7 68 108 895 153 17 210 138 28

岩 手 638 209 33 153 73 637 293 46 406 138 89

高 知 297 107 36 74 69 282 125 44 148 ll8 71

山 形 383 118 31 120 102 373 152 41 168 111 9

秋 田 603 112 19 104 93 579 157 27 175 111 19

和歌山 430 102 24 126 124 421 98 23 99 101 一19

熊 本 829 113 14 72 64 835 120 14 113 95 48

宮 崎 381 74 19 66 89 388 82 21 70 86 一3

宮 城 815 90 11 38 42 795 128 16 80 62 48

鳥 取 262 16 6 8 50 259 37 14 23 62 24

合 計 5,544 1,004 20 829 81 5,464 1,345 26 1,492 102 31

注1)『 図書 館年 鑑 』1982・1991年 版 の個 別 デー タか ら作成 した。

2)「 総 人 口」 は 、 自治 省行政 局 編 の 『全 国 人口 ・世 帯数 表 人口動 態表 ご 昭和56年 版 ・平成

元 年 版 に よ る。
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の、1980年 度 の実績 が低 す ぎたため、Aの 平均 に対 す る比率 は1980年 度 の34%か ら1989

年 度43%に9ポ イン ト上昇 したにす ぎない。

表6に よる と、町 村立 では上位10県(以 下 「C」 とい う)・下位10県(以 下 「D」 とい

う)の 地域 は 、 と もに東西5県 であ る。 ただ 、Dに は東 北4県 、九州2県 が あが って い

て、市 区立 と同様 、現在 の地域格差 の所在 が現 れて いる よ うであ る。

表6のCグ ループで、4倍 以上 にふ えた千葉 ・滋 賀 をは じめ 、徳 島 、埼 玉、愛知 、長

崎 の6県 が2倍 以上の増加 で あ るの に対 して、Dで は、最 高 で も89%の 増 加 であ り、 中

表7県 別貸出密度の分布(1980:1989年 度一市区立図書館)

県 1980年 度 1989年 度

名
10〔}冊
未 満

100冊
以L

20〔}冊

以 上:

300冊
以1.
400冊
以L
500冊
以 正:
700冊
以 止: 合計

1{}0冊
未満
100冊
以L

200冊
以L

300冊
以L
400冊
以}:

500冊
以h

700冊
以k 合計

(Aグ ル ー プ)

東京 118 10 13 5 10 2 49 1 4 14 14 14 2 49

滋賀 1 1 2 4 1 1 3 1 1 7

千葉 12 5 3 2 2 24 3 8 6 2 2 3 2 26

愛知 4 11 5 3 2 25 3 10 7 6 3 29

高知 5 1 2 8 2 4 1 2 9

岡山 4 2 2 8 4 4 1 1 10

大阪 6 6 6 3 3 24 7 9 6 4 5 31

埼玉 9 15 6 4 1 35 9 15 11 4 1 40

奈良 3 2 5 3 1 1 1 1 7

京都 5 3 1 9 1 1 6 2 1 11

合計 50 54 35 27 9 14 2 191 9 39 57 49 30 30 5 219

比率 26% 29% 18% 14% 5% 7% 1% 100% 4% 18% 26% 22% 14% 14% 2% 100%

(Bグ ル ープ)

福井 5 5 4 2 6

鳥取 1 1 2 1 3

石川 6 1 1 8 2 5 1 8

大分 6 1 7 4 2 1 1 8

沖縄 4 4 1 3 1 5

長崎 5 5 3 1 1 1 6

青森 6 1 7 1 5 1 7

佐賀 5 1 6 5 1 6

山梨 4 1 5 3 1 4

宮崎 7 1 8 8 8

合計 43 10 3 56 27 24 7 2 1 61

比率 77% 18% 5% 100% 45% 39% 11% 3% 2% 100%

注 ユ)『 図書 館年鑑 』1982・199ユ 年 版 の個 別 デー タか ら作成 した。

2)貸 出冊数 無記 入の 自治体 を除 く。
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には1980年 度 の実績 か ら減少 して い る ところ(2県)も あ る。 その結果 、Dの 平 均 が1980

年 度 にはCの44%あ ったのが 、1989年 度 には25%に 下 が って格差 の拡大 が み られ る。

表5と6で 、A・B、C・Dの 県別 貸出密度 の推移 をみ て きたが 、次 に、 それ ぞれ の

県下 の図書館 の 貸出密度 が どの よ うな状況 にあ るか を調べ る と、表7、8が 得 られ る。

表7に よる と、「700冊 以上 」の 市区 立は、1980年 度 には東 京都の 日野(743冊)、 くに

た ち(719冊)の2市 だ けで あ ったの が、1989年 度 には千 葉 県の 成 田(1076冊)を 筆 頭

に、浦安(892冊)、 滋 賀県の 八 日市(880冊)の3市 、東 京都 の文 京(792冊)と 目黒(718

冊)の2区 にな って い る。Aで200冊 未 満の図 書館 は、1980年 度 に55%と 半数 を超 えて い

表8県 別貸出密度の分布(1980:1989年 度一町村立図書館)

県 1980年 度 1989年 度

名

一

100冊
イ＼満

100冊

以1.

21}0冊
以{

3〔川 冊

以1・

400冊
以1

5{}o冊
以1幽

700冊
以1 合計

100冊
衆満
loo冊
以 レ

2〔〕0冊

以1.

300冊
以 レ

4{}0冊}
以i

500冊

以1.

700冊
以1 合計

(Cグ ル ープ)

大阪 1 1 2 1 2 3

滋賀 1 1 1 3 1 2 2 1 2 8

北海道 1 8 2 5 2 2 2 22 3 7 4 7 10 6 37

愛知 3 2 1 6 1 2 3 3 2 3 14

京都 1 2 1 2 6 1 2 1 2 2 8

東京 3 2 1 1 7 3 1 1 1 1 1 8

徳島 3 1 4 2 4 1 1 1 2 11

長崎 1 1 2 4 1 3 1 1 6

埼玉 11 3 1 15 3 4 3 6 1 3 1 21

千葉 4 4 3 2 1 6

合計 28 21 7 8 3 4 2 73 13 20 19 19 16 19 16 122

比率 38% 29% 10% 11% 4% 5% 3% 100% 10% 16% 16% 16% 13% 16% 13% 100%

(Dグ ル ープ)

新潟 3 1 4 5 3 2 10

岩手 11 1 12 10 4 4 1 19

高知 6 1 7 6 1 2 9

秋田 6 2 8 7 6 1 14

和歌山 2 4 6 4 2 6

熊本 5 1 1 7 4 3 1 8

宮崎 3 1 4 3 2 5

宮城 5 5 3 2 5

鳥取 2 2 3 1 1 5

合計
一
43 8 3 1 55 45 24 11 1 81

比率 78% 15% 5% 2% 100% 55% 30% 14% 1% 100%

注1)『 図書 館 年鑑』1982・1991年 版 の 個別 デ ー タか ら作成 した。

2)貸 出冊数 無 記 入の 自治体 を除 く。
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た のが、1989年 度 には22%と 大幅 に減 ってい るが、Bで は95%か ら84%に わ ずか な減 少

に とど まってい る。県 レベ ルで も、200冊 以上 の図 書館 が半数 を超 えて い る県 は、1980年

度 がAの 東京 ・滋賀 ・大 阪の3県 だけで、Bに は な く、1989年 度 もAの8県 だ けで ある。

Aの 高知 ・奈良2県 とBの7県 は、1989年 度 で も一一部 の図書館 が200冊 を超 えて いる にす

ぎず 、Bの3県 には1市 もな い。

表8の 町 村立 で も、「700冊 以上 」の 図書館 は 、Cの グルー プが1980年 度 には北海 道の

様似(900冊)と 置 戸(823冊)の2町 だ けで あった のが、1989年 度 には同 じ く北海 道の

訓子 府(1365冊)、 置戸(1173冊)と 大阪府 の豊能(1172冊)の3町 を含む16町 にふ えて

い る。一方 、Dで は1980年 度 に新 潟 県で1町 が500冊 を超 えて いたが、1989年 度 は岩手 県

の1町 が300冊 以上 で最 高 に なっ てい る。200冊 未満 の図書館 は、Cで は1980年 度 に67%

と3分 の2を 占め てい たのが 、1989年 度 には26%と ほぼ4分 の1に 減 って い る。Dで は

93%か ら85%に 、市区 立のBと 同様 、い ま も圧 倒 的 多数 が200冊 未満 で あ る。県単位 でみ

て も、200冊 以上 の図書 館が半数 を超 えて いる県 は、Cで は1980年 度の4県 か ら1989年 度

の9県 にふ えて いるの に対 して、Dで は両年 度 と も1県 もな い。Cの 千葉 県が6町 村 中

1町 だ けが 「700冊 以上 」 に なって い るため に、県の平 均 では309冊 と高 くな って い る。

この場 合 、袖 ケ浦町 立図書 館(888冊)の 実績 だ けで 県全 体 の平均 を引 き上 げて い るわ け

で 、同 じ県の 中で も、最 も少 ない町立 図書 館(22冊)と の差 は40倍 に もなって い る。

以 上、 産 出 と しての図書 館サ ー ビ スの指 標 を貸出密 度で とらえ、 その格 差 の状況 をみ

て きたが 、次 に、 その格差 を生 む要 因 を、サー ビス を創 出す るための投 入指標 で あ る図

書館施 設 、資料 費、職 員 の状 況 か ら探 るこ とにす る。

3図 書館の設置状況

『日本 の 図書 館』 の1981・1990年 版 に よ り
、全 国 の図書 館設 置 自治体 数 と設置率 の推

移 を調べ る と、表9の とお り、10年 間 に71市(13%)、184町 村(55%)ふ えて、 設置率

表9図 書館設置率の推移

年

度

市 区 町 村

団体数 設置者 設置率 平均以上 団体数 設置者 設置率 平均以上

1981

1990

672

678

546

617

81%

91

26県

28

2606

2590

335

519

13%

20

20県

22

増減 6 71 10 2 一16 184 7 2

比率 13% 12% 8% 55% 54% 10%

注 『日本の 図書 館』1981・1990年 版 に よる。
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図書館活動の地域格差についての一考察

は市 で10%、 町 村 で も7%向 上 して い る。

市 区部 で は、1981年 に 県下 の すべ ての 市(区)に 図書 館 が設 置 され てい た岩 手 、宮城 、

秋 田、東 京 、富 山、石 川 、山 口、 香川 の8県 を含め て、全 国 の設置率(81%)以 上 の と

こ ろが26県 あ った。1990年 には 設置率100%の 県が10県 ふ えて18県 にな り、全 市 区の設 置

率(91%)以 上 の 県は28県(60%)に2県 ふ えて い る。1981年 に50%未 満 で あ った4県

は、1990年 にはすべ て50%を 超 えて い るが、設 置率 の平 均 に達 して い ない県 は、東 日本

が1981年 の8県 か ら1990年 に は6県 に減 って い るの に対 して、西 日本 は両 年 と も13県 と

変 わ ってい ない。町 村部 の 設置率50%以 上 は、1981年 に は富 山(69%)、 石1【1(67%)の

2県 だ けで あ ったが 、1990年 には富 山(100%)、 石 川(70%)、 栃木(51%)、 神 奈 川 ・

山 口(い ず れ も50%)の5県 にふ えて い る。 また、1981年 には20県 もあ った10%未 満 の

県は、1990年 には5県 に大 幅 に減 って い るが、 その うちの4県 が西 日本 の 県で あ る。

サー ビ ス拠 点数 をみ る と、 市区部 で は図書 館 が910館 か ら1295館 へ385館 、移動 図書 館

(以下 「BM」 とい う)は354台 か ら455台 へ101台 、 それ ぞれ 増加 してい る。 図書 館 の増

加 数 が上 に述べ た新 設市 の数(71市)を 超 えて いるの は、既 設市 での 復数 館設 置 に よる

もの で、385館 の うちの56館 は東京23区 、51館 は政令 指定 都市11市 で の増設 分 で あ る。そ

の他 の583市 で は278館 の増加 に と どまって お り、 一部 の市 立で しか複 数 館化 が進行 して

い ない こ とを示 して い る。町村 部 で は、図書館 が343館 か ら536館 へ193館 ふ え、BMは71

台 か ら142台 へ倍増 して い る。 図書 館 の新設 が184町 村 で あ ったか ら9館 が増 設分 にあた

る こ とに な る。

図書 館設 置市 町村 の増加 に伴 って、 図書 館サ ー ビスを利用 で きるこ とに なった 人 口は、

この10年 間 に市区部 が7601万6千 人か ら8902万2千 人に1300万6千 人(17%)、 町村 部 で

529万5千 人か ら812万9千 人に283万4千 人(53%)増 え、 合計 では8131万3千 人(総 人

口の70%)か ら1990年 の9715万5千 入(同79%)に1584万2千 人(19%)増 えてい る。

しか し、県別 にサ ー ビ ス人 口の比率 をみ る と、市 と町 村 の設 置率100%の 富 山 を含め て、

90%以 上 は7県 、80%以 上 も6県 しか な く、34県 が80%未 満 で あ り、1981年 に14県 あ っ

た50%未 満 の 県 も、 まだ6県 が残 って い る。

『図 書館年 鑑 』1982・1991年 版 か ら、市 区立A・Bの 各10県 につ いて、 図書館 の 設置

状 況 を調べ る と、表10が 得 られ る。

市 区の 図書館 設 置率 は、1981年 の 全国平 均 が81%(47県 別 平均79%)で あるか ら、表

10のAは 当時 の平均 をわず か に上 回 ってい るだ けで あ るが 、10年 間 に25市 ふ え て97%と

15%上 昇 し、1990年 の 全 国平 均91%(同90%)を6%超 えて い る。 これに対 して、Bは

11%下 回 って いたの が、10年 間 に6市 の増 に とどまっ たため 、設 置率 も79%と90年 の全

国 平均 よ り12%低 く、 その差 が広 が って い る。

拠点数 をみ る と、Aで は図 書館236館(51%)とBM34台(24%)ふ えて い るが、Bで
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表10県 別市区立図書館の設置状況の推移

県 1981 1990 増加数

名 市数 設置 率 拠点数 市数 設置 率 拠点数 市数 拠点数

(Aグ ル ー フ゜)

東 京 49市 49市 100% 215(30) 49市 49市 100% 298(29) 市 83(～1)

滋 賀 7 4 57 4(3) 7 7 100 7(4) 3 3(1)

千 葉 28 24 86 69(18) 28 26 93 126(23) 2 57(5)

愛 知 30 25 83 39(21) 30 29 97 47(19) 4 8(-2)

高 知 9 8 89 13(3) 9 9 100 16(5) 1 3(2)

岡 山 10 8 80 13(8) 10 10 100 18(14) 2 5(6)

大 阪 31 26 84 49(29) 32 31 97 88(38) 5 39(9)

埼 玉 39 35 90 42(21) 40 40 100 63(32) 5 21(11)

奈 良 9 6 67 6(5) 9 7 78 8(6) 1 2(1)

京 都 11 9 82 13(4) 11 11 100 28(6) 2 15(2)

10県 計 223 194 82 463(142) 225 219 97 699(176) 25 236(34)

(Bグ ル ー フ゜)

福 井 7 5 71 5(1) 7 6 86 6(2) 1 1(1)

鳥 取 4 1 25 1 4 3 75 3(2) 2 2(2)

石 川 8 8 100 11(3) 8 8 100 10(5) 一1(2)

大 分 11 7 64 7(2) 11 8 73 8(3) 1 1(1)

沖 縄 10 4 40 4(1) 10 6 60 9(4) 2 5(3)

長 崎 8 5 63 8(1) 8 6 75 7(3) 1 一1(2)

青 森 8 7 88 7(4) 8 7 88 8(5) 1(1)

佐 賀 7 6 86 6(2) 7 6 86 6(1) (-1)

山 梨 7 5 71 5(1) 7 4 57 4(1) 一1 一1

宮 崎 9 8 89 8 9 8 89 8

10県 計 79 56 70 62(15) 79 62 79 69(26) 6 7(11)

注1)『 図書 館年 鑑』1982・1991年 版 に よ る。

2)「 拠点 数」 の()内 数値 は、BMの 台数 を示 す。

はBMが11台(73%)と 率 で は大 幅 に増加 してい る ものの 、図書館 はわず か7館(11%)

しかふ えて い ない。 また、Aで は、1981年 に既 に設 置率100%で あ った東京都 が83館 ふや

して い るの をは じめ、千葉 、 大阪、埼 玉 、京都 の4県 で も拠点数 が新 設市 の数 を大 き く

超 えて増加 して い るが 、Bで は沖縄 県が上 回って い るだけで ある。

市区立 と同様 、 『図書館 年鑑』 の1982・1991年 版 か ら町村立C・Dの 図書館 設置状 況 を

調べ たのが 、表11で あ る。

表11を み る と、Cの 設 置率 が1981年 には全 国平均 の13%を3%上 回 って、47県 平均 の

16%と 同率 であ ったが、 その 後の10年 間 に54町 村(75%)ふ えて、1990年 には全 国平均

の20%は もち ろん 、47県 平 均 の24%を も超 えてい る。 拠点数 は62館(83%)29台(100%)
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表11県 別町村立図書館の設置状況の推移

県 1981 1990 増加数

名 町村数 設置 率 拠点数 町村数 設置 率 拠点数 町村数 拠点数

(Cグ ル ー プ)

大 阪 13町 村 2町 村 15% 2(2) 12町 村 3町 村 25% 3 1町村 1(-2)

滋 賀 43 3 7 3(1) 43 8 19 8(3) 5 5(2)

北海道 180 21 12 21(10) 180 37 21 37(23) 16 16(13)

愛 知 58 6 10 6(9) 58 15 26 15(11) 9 9(2)

京 都 33 6 18 6(2) 33 8 24 9(3) 2 3(1)

東 京 15 7 47 8 15 9 60 11(1) 2 3(1)

徳、 島 46 4 9 4(1) 46 12 26 12(2) 8 8(1)

長 崎 71 4 6 6(1) 71 7 10 8(2) 3 2(1)

埼 玉 53 15 28 15(3) 52 21 40 24(11) 6 9(8)

千 葉 52 4 8 4 52 6 12 10(2) 2 6(2)

10県 計 564 72 16 75(29) 562 126 26 137(58) 54 62(29)

(Dグ ル ー フ゜)

新 潟 92 4 4 4(1) 92 11 12 ll(2) 7 7(1)

岩 手 49 12 24 12(9) 49 19 39 19(15) 7 7(6)

高 知 44 7 16 7(1) 44 9 20 9(2) 2 2(1)

山 形 31 7 23 7(2) 31 9 29 9(1) 2 2(-1)

秋 田 60 10 17 10(1) 60 14 23 14(1) 4 4

和歌山 43 6 14 6(1) 43 6 14 6(1)

熊 本 87 7 8 7(2) 87 8 9 8(3) 1 1(1)

宮 崎 35 4 11 4(1) 35 5 14 5 1 1(-1)

宮 城 63 5 8 5(1) 61 6 10 6(3) 1 1(2)

鳥 取 35 2 6 2 35 6 17 6(2) 4 4(2)

10県 計 539 64 13 64(19) 537 93 19 93(30) 29 29(11)

注1)『 図書館年鑑』1982・1991年 版による。

2)「 拠点数 」の()内 数値は、BMの 台数 を示す。

増加 し、新 設町 村数 を超 え る館数 の増 に複 数館 化 の動 きが み られ る。Dは 、1981年 の 設

置率 が13%で 全国平 均 と同率 で あ ったが 、29町 村(45%)の 増加 で全国 平均 よ り低 いlq

%に とど まって い る。拠 点数 も29館 と新 設町村 数 と同 じ数 だ けふ え、BMも11台(58%)

増加 してい るが 、1981年 に拠点数 がCの85%で あ ったの が、1990年 には68%に 下が って

お り、拠 点数 全体 として は、C・D両 グルー プ 間の格 差 は拡 大 して い る。

4資 料費 と年間収集冊数

貸 出冊数 に直接 的 な影響 が ある図書 館資料 につ い て、市 区立A・B、 町 村 立C・Dグ

ルーフ の゚指 標 を比較 してみ よ う。 『図 書館 年鑑 』1982・1991年 版 か ら、サ ー ビス人 ロー 人
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表12貸 出密度 と資料費等の関係(市 区立図書館)

県 1980 1989 県 1980 1989

名 貸出 資料費 収集 貸出 資料費 収集 名 貸出 資料費 収集 貸出 資料費 収集

(Aグ ルー プ)冊 円 冊 冊 円 冊 (Bグ ルー プ)冊 円 冊 冊 円 冊

東 京 318 194 154 422 390 218 福 井 128 111 80 175 125 86

滋 賀 145 126 107 347 277 220 鳥 取 100 92 91 166 151 158

千 葉 222 157 114 332 245 187 石 川 84 102 51 157 130 78

愛 知 213 116 90 312 207 128 大 分 74 60 49 148 71 59

高 知 220 113 75 292 135 87 沖 縄 40 49 68 144 151 84

岡 山 182 72 56 283 160 110 長 崎 59 38 42 142 80 64

大 阪 221 88 135 276 170 117 青 森 74 79 67 133 109 72

埼 玉 179 108 87 275 247 149 佐 賀 85 73 62 90 90 50

奈 良 97 68 45 254 292 164 山 梨 63 88 67 78 94 56

京 都
一

107 108 49 249 124 75 宮 崎 44 40 24 67 81 46

平 均
一

190 ll5 91 304 225 146 平 均 65 73 60 130 108 75

注1)『 図書館 年 鑑』1982・1991年 版 の 個 別デ ー タか ら作 成 した。

2)「 貸出 」と 「資料 費 」はサ ー ビス人 口100人 あ た り、 「収集 」は 同1000人 あ た り購 入冊数 の

数値 であ る。

あ た りの 資料 費 と千 人あ た りの年 間収 集冊数 を求 め、先 にふ れ た貸出密度 との対比 をみ

たの が、表12、13で あ る。

表12で 市 区立 の資料 費 をみ る と、Aで は1980年 度 に人 ロー 人 あた り100円 以上 が7県 あ

り、1989年 度 に は東 京の390円 を含 め て200円 以 上 が6県 あ るの に、Bで は100円 以上 が

1980年 度2県 、1989年 度 も5県 で、200円 以 上 の県 はな い。 その結 果、AとBの 格差 も、

1980年 度 の1.6倍 か ら1989年 度 には2.1倍 に拡 大 して い る。

人 口千 人 あた りの年 間収 集冊数 で も、Aで は1980年 度 に200冊 以 上の2県 を含め た8県

が100冊 を超 えて いる。 これ に対 してBで は、100冊 以上 は1980年 度3県 、1989年 度 で も

263冊 の1県 を含め て4県 しか な い。両 グルー プの格 差 は1.5倍 か ら2.0倍 へ 、資料 費 と同

様 に広 が ってい る。

Bの1980年 度 の資料 費平 均 はAの63%、 収 集 冊数 は66%で あ るが、 これ に対 応 す る貸

出密 度 は34%に しか な ってい ない。 同様 に、1989年 度 の実績 で も、Bの 資料 費がAの48

%、 収 集 冊数 が51%で 、 貸出密度 は1980年 度 よ り少 し率 が高 くな って はい るが43%で あ

る。逆 に、Aの 方か ら1980年 度の実 績 をみ る と、Bの 約1.5倍 の資料 費 と収 集 冊数 を投入

す る と、その2.9倍 の産 出(貸 出密度)が 得 られ るこ とを示 してい る。

表13の 町村 立 をみ て も同 じこ とが い える。Cで は、資料 費が1980年 度 に200円 以上 が2

県、100円 以上 が6県 あ り、1989年 度 に は10県 すべ て が100円 を超 えて い るの に対 して、

Dで100円 以上 は、198〔1年度3県 、1989年 度 で も263円 の1県 を含 む5県 だ けであ る。C・
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表13貸 出密度 と資料費等の関係(町 村立図書館)
一

県 198・11989 県 1980 1989

名 貸出 資料費 収集 貸出 資料費 収集 名 貸出 資料費 収集 貸出 資料費 収集

(Cグ ルー プ)冊 円 冊 冊 円 冊 (Dグ ルー プ)冊 円 冊 冊 円 冊

大 阪 319 192 178 632 382 249 新 潟 108 142 108 138 289 263

滋 賀 126 119 107 560 645 419 岩 手 73 96 80 138 162 123

北海道 313 318 273 465 421 295 高 知 69 56 54 118 103 85

愛 知 155 195 128 366 490 230 山 形 102 97 77 111 138 85

京 都 209 104 98 353 227 164 秋 田 93 143 118 111 204 143

東 京 301 354 266 349 386 272 和歌山 124 82 127 101 66 64

徳、 島 102 186 197 346 779 832 熊 本 64 76 67 95 103 75

長 崎 170 235 177 346 182 152 宮 崎 89 74 62 86 208 136

埼 玉 107 91 123 329 498 358 宮 城 42 78 57 62 88 51

千 葉 62 52 50 309 386 207 鳥 取 50 74 65 62 65 100

平 均 186 185 160 406 440 318 平 均 81 92 82 102 143 113

注1)『 図書 館年 鑑』1982・1991年 版 の個 別 デー タか ら作 成 した。

2)「 貸 出」と 「資料 費 」はサ ー ビ ス 人口100人 あ た り、 「収集 」は 同1000人 あ た り購入 冊数 の

数 値 で あ る。

D問 の 資料 費 の格差 は市 区立 以上 に大 き く、1980年 度 の2.0倍 か ら1989年 度 には3.1倍 へ

さ らに開い てい る。

Dグ ループ の指標 をCの10県 と比較 す る と、1980年 度 に資料 費がCの50%、 収集 冊数

が51%の とき、貸 出密度 は44%で あ ったが、1989年 度 に資料 費33%、 収 集冊数36%に 下

が る と、貸 出密度 は25%に 急 減 して いる。 資料 費が 少 ない と投 入効果 が それ以上 に低 く

な る といわ れて い るが 、表12、13に 現 れたA・B、C・Dの 関係 か ら もその こ とは明 ら

かで あ り、資料 費 ・収集 冊数 の開 きが 、は じめ に述べ た貸出冊数 の大 きな格 差 を生 んで

い る とい うこ とがで きる。

5職 員の状況

図書 館サ ー ビスの格差 を生む も う一 つの大 きな要 因 が、館長 をは じめ とす る職 員 の問

題 で ある。 職 貝 に人材 を得 て飛 躍的 にサー ビス を伸 ば した 図書 館 、 入材 を配 置 しないた

め に、 多額 の経 費 を投 入 して い なが ら、 それ に見合 ったサー ビスが提 供 で きてい ない図

書 館 な ど、 さ ま ざまで あ り、 資料 の提 供 を基本 的 な任務 とす る図書 館 の活動 の成否 は、

すべ て職 員の肩 にかか って いる。

その図書 館 サー ビ スに重要 な鍵 を握 る職 員の 全 国的 な配 置状 況 を 『日本 の図 書館 』

1981・1990年 版で み る と、表14の とお りで ある。
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表14職 員の全国的状況

年

度

市 区 立 図 書 館 町 村 立 図 書 館

司 書 その他 合 計 比率 臨時 司 書 その他 合 計 比率 臨時

1981

1990

人

3,421(75)

4,899(34)

人

3,914(343)

5,234(423)

人

7,335(418)

10,133(457)

%

47

48

人

758

2,095

人

248(40)

585(55)

人

232(387)

462(486)

人

480(427)

1,047(541)

%

52

56

人

161

502

伸ひ率 143(45) 134(123) 138(109) 102 276 236(138) 199(126) 218(127) 108 312

注1)『 日本 の 図書 館』1981・1990年 版 に よ る。

2)()内 数 値 は 、 兼務職 員の 人数 を示 す。

市 区 立で は、 この10年 間 に専 任 の 司書 が1,478人(43%)、 その 他職 員 が1,320人(34%)

ふ え、 全体 で38%増 の10,133人 に なって い るが、職 員 に 占め る司書 の比率 は47%か ら48

%に わずか1%改 善 され た だ けで、依 然 、5割 に達 して い ない。 この期 間 に、 図書館 だ

けで42%、 貸 出冊数 は80%も ふ えて い るが、職 貝数 の伸 びは いずれ の増加 率 を も下 回 っ

て い て、 その不 足 を補 うため か、 臨時職 貝が3倍 近 くに増 えてい るの が注 目され る。

町 村 立の 専任職 員 は、 この 期 間 に司書 が337人(136%)、 その 他職 員 が230人(99%)

と大 幅 にふ えて、合 計1,047人 と2倍 以上 にな って お り、司書 の 比率 も52%か ら56%に 上

が ってい る。しか し、町村 立 の貸 出冊数 は675万5千 冊 か ら2028万3千 冊 に3倍 ふ えてお

り、職 員数 が2倍 以 上 にふ えて も厳 しい こ とに は変 わ りが ない。 町村 立 にお け る職 員状

況 の特 長 は、 その他職 員 の うちの兼務 職 員が専 任職 貝数 よ りも多い こ とで あ る。

1981年 か ら1990年 の間 に、サー ビス 人 口が市 区 立で17%、 町村 立 で53%ふ え、サ ー ビ

ス拠 点 は図 書館 が42%、BMが29%増 加 した こ とは先 に述べ た。 これ らの指標 に対 応す

る職 員 配置 の状 況 を調べ る と、表15が 得 られ る。

市区 立で は、 サー ビス人 ロー万 人あ た りの専 任職 貝数 が0.96人 か ら1.14人 に少 し改善

表15職 員に関す る指標

度年

市区立図書館 町村立図書館

人口あた り 拠点 あた り 人口あた り 拠点 あた り

1981

1990

人

0。96(0.99)

1.14(1.16)

八

5.80(5。97)

5.79(5.92)

人

0。91(1.31)

1.28(1.62)

人

1.19(1.72)

1.56(1.97)

伸び率 119(117) 100(99) 141(124) 131(115)

注1)『 図書 館 年 鑑』1982・1991年 版 に よ る。

2)「 人 口あ た り」は 、サ ー ビ ス人 口1万 人 あた りの職 員数 を、 「拠 点 あ た り」に は、BMを

含む1拠 点 あた りの職 員数 を示す。

3)()の 数値は、兼務職員 を0.5人 で換算 した人数 を加 えた職 員数の指標である。
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図書館活動の地域格差についての一考察

され てい るが、サ ー ビ ス拠点 あ た りでは ほ とん ど変 わ りが な い。町 村 立で も、専 任職 員

数 が 人 口あた りで41%、 拠 点 あた りで31%上 昇 して い る ものの 、貸出冊数 の 増加 に追 い

つ か ない こ とは上 に述べ た とお りで ある。

市 区立のA・B両 グループ につ いて、職 員配 置状 況 を調 べ たのが 表16で あ る。

Aグ ルー プのサ ー ビ ス人 ロ ー万 人 あた り職 員数 の平 均 は、東 京都 が2.10人 と飛 び抜 け

て 多い こ と もあ って、1981年 にはBグ ループ よ り26%、1990年 に も47%そ れ ぞれ高 くな

表16職 員配置の状況(市 区 立図書館)

県 1981 1990 人口あた り 拠点あた り

職 員 数 職 員 数 職 員 数 職 員 数

名 総 数 司 書 比率 総 数 司 書 比率 1981 1990 指数 1981 1990 指数

(Aグ ル ー フ゜)人 人 % ノ＼ 人 % ノ＼ 入 八 人

東 京 2313(39) 1529(34) 34 3027(108) 1028(12) 34 2.10 2.63 125 9.44 9.26 98

滋 賀 33(2) 18(2) 55 74(1) 47 64 0.85 1.27 149 4.71 6.73 143

千 葉 329(36) 187(9) 57 513(91) 264(1) 52 0.90 1.19 132 3.78 3.44 91

愛 知 430(5) 228 53 498(13) 285(1) 57 0.87 0.92 106 7.17 7.55 105

高 知 45(22) 21(3) 47 55(6) 21 38 0.86 0.98 114 2.81 2.62 93

岡 山 56(5) 31 55 99(12) 73(2) 74 0.44 0.71 161 2.67 3.09 116

大 阪 549(24) 413(5) 75 833(5) 643 77 0.96 1.02 106 7.04 6.61 94

埼 玉 331(53) 189(18) 57 566(5) 311 55 0.78 1.09 140 5.25 5.96 114

奈 良 23(5) 10(1) 43 47(2) 27 57 0.39 0.62 159 2.09 3.36 161

京 都 120(7) 59 49 185(8) 111 60 0.59 0.85 144 7.06 5.44 77

合 計 4229(157) 1940(41) 53 5897(251) 2810(16) 59 0.87 1.13 134 5.20 5.41 109

(Bグ ル ー フ゜)

福 井 36(5) 23(3) 64 50 27 54 0.78 0.96 123 6.00 6.25 104

鳥 取 3 1 33 19(2) 15 79 0.79 0.83 105 3.00 3.80 127

石 川 71 36(1) 51 67(2) 29 43 0.93 0.84 90 5.07 4.47 88

大 分 26(6) 9(2) 35 34(2) 8 24 0.70 0.82 117 2.89 3.09 107

沖 縄 24 8 33 52 12 23 0.57 0.82 144 4.80 4.00 83

長 崎 27(2) 10 37 30(3) 13 43 0.59 0.59 100 3.00 3.00 100

青 森 69(1) 29(1) 42 72 31 43 0.76 0.80 105 6.27 5.54 88

佐 賀 18(2) 11 61 19(2) 10 53 0.62 0.65 105 2.25 2.71 120

山 梨 23(4) 6(2) 26 24(1) 8 33 0.65 0.75 115 3.83 4.80 125

宮 崎 27(8) 6 22 31(4) 7 23 0.52 0.60 115 3.38 3.88 115

合 計 324(34) 139(9) 40 398(16) 160 42 0.69 0.77 112 4.05 4.15 106

注1)『 図 書 館 年鑑 』1982・1991年 版 の個 別 デー タか ら作成 した。

2)「 人 口あた り」は、 サー ビ ス人口1万 人 あた りの 専任職 員数 、「拠 点 あた り」は、BMを

含む拠点あた りの専任職 員数 を示す。

3)()内 数 値 は、兼 務職 員 の 人数 を示 す。

4)「 比率 」は 、 兼務職 貝 を除 く司書 の比率 を示 す。
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図書館活動の地域格差についての一考察

ってい る。東 京都 を除 く9県 の平均 をみ る と、1981年 は0.74人 でBと は わずか7%の 差

で あ るが、1990年 には0.96人 でBよ り25%高 くなる。 指数 が 示す とお り、10年 間 にAグ

ルー プ の職 員数 がBよ りも整備 され た こ とを示 して お り、表15の 指 標 と比 べ て も、Aの

平均 は1981年 には全 国平均 よ りも低 か ったが、1990年 には ほぼ 同 じ水 準 に達 して い る。

BMを 含 む1拠 点 あた りの職 員数 で 、10年 前 よ})減 って い る ところがA4県 、B3県

あ るが 、表10の 拠 点数 の推 移 と照 合す る と、絶 対数 が減 って い るBの 石 川 県、施設 が微

表17職 員配 置の状況(町 村立図書館)

県 1981 1990 人口あた り 拠点 あた り

職 員 数 職 員 数 職 員 数 職 員 数

名 総 数 司 書 比率 総 数 司 書 比率 1981 1990 指数 1981 1990 指数

(Cグ ル ー フ゜)人 人 % 人 人 % 人 人 人 入

大 阪 7(3) 3(1) 43 12 10 83 0.92 1.76 191 1.75 4.00 229

滋 賀 6(3) 5 83 38(3) 27(2) 71 0.88 2.18 248 1.50 3.45 230

北海道 48(29) 33(2) 69 87(48) 53(5) 61 1.72 2.02 117 1.55 1.45 94

愛 知 12(9) 9 75 56(13) 34(2) 58 0.85 1.48 174 0.80 2.15 269

京 都 14(4) 7(1) 50 18(2) 13(1) 72 1.28 1.15 90 1.75 1.50 86

東 京 17(5> 7(1) 41 29(1) 14 48 1.40 1.92 137 2.13 2.42 114

徳、 島 2(5) (1) 一 22(14) 14(2) 64 0.63 1.68 267 0.40 1.57 393

長 崎 5(3) 3(1) 60 12(5) 8(1) 67 1.09 0.83 76 0.71 1.20 169

埼 玉 18(22) 6(1) 33 68(21) 42 62 0.57 1.38 242 1.00 1.94 194

千 葉 9(3) 一 23(7) 11 48 0.99 1.23 124 2.25 1.92 85

合 計 138(86) 73(8) 45 365(ll4) 226(13) 63 1.03 1.56 167 1.38 1.85 186

(Dグ ル ー フ゜)

新 潟 3(4) 2 67 11(10) 6(1) 55 0.48 0.72 150 0.60 0.85 142

岩 手 17(22) 10(1) 59 31(29) 14(2) 45 0.81 1.06 131 0.81 0.91 112

高 知 6(5) 4 67 7(7) 4(1) 57 0.56 0.56 100 0.75 0.64 85

山 形 9(14) 7(1) 78 12(11) 7(1) 58 0.76 0.79 104 1.00 1.20 120

秋 田 12(18) 6(5) 50 26(15) 11(1) 42 1.07 1.66 155 1.09 1.73 159

和歌山 8(3) 6 75 9(3) 4 44 0.78 0.92 118 1.14 1.29 ll3

熊 本 9(11) 4 44 13(10) 5 39 0.80 1.08 135 1.00 1.18 118

宮 崎 4(7) 2 50 7(6) 3 43 0.54 0.85 157 0.80 1.40 175

宮 城 6(12) 4(1) 67 12(10) 6 50 0.67 0.94 140 1.00 1.33 133

鳥 取 2 1 50 5(5) 2 40 1.25 1.35 108 1.00 0.63 63

合 計 76(96) 46(8) 61 133(106) 62(6) 47 0.77 0.99 130 0.92 1.12 122

注1)『 図 書 館年 鑑 』1982・1991年 版 の 個 別デ ー タか ら作成 した。

2)「 人口 あた り」は 、サ ー ビス 人 口1万 人あ た りの専 任職 員数 、 「拠 点 あた り」は、BMを

含む拠点 あた りの専任職貝数 を示す。

3)()内 数値 は、兼務職員の人数 を示す。

4)「 比率」は、兼務職 員を除 く司書の比率 を示す。

一191一



図書館活動の地域格差についての一考察

増 の 高知(A)、 青森(B)を 除 き、 いずれ も拠 点 の大幅 な増加 に専 任職 員の配 置が対 応

で きて いな いこ とが わか る。Aの 千葉 県 では 、この期間 に兼務職 員が36人 か ら91人 に2.5

倍 もふ えて い る。 ここで も東京都 の影響 が 考 え られ るので 、 それ を除 いて計算 す る と、

Aは1981年 が4.73人 、1990年 では4.98人 にな り、Bよ り17%と20%高 いが、10県 の平 均

よ り両年 とも10%ほ ど差 が縮 まるこ とにな る。 なお 、参考 まで に、1拠 点 あた りの貸出

冊数 を表5と10か ら求め る と、Aは1980年 度 の131,316冊 か ら1989年 度の150,160冊 に14

%、Bは47,896冊 か ら72,062冊 に50%そ れ ぞれ 多 くな ってい る。Bの 増加 率 が大 きか っ

た ため に、AとBの 格差 は 、1980年 度の2.7倍 か ら1989年 度 の2.1倍 に縮少 して い る。

職 員中 に 占め る司書 の比率 が50%以 上 の 県は、Aが6県 か ら8県 にふ えて い るが 、B

は3県 と変 わ らず、平均 もAが1981年 で33%、1990年 には40%Bよ り高 くなって い る。

なお、東京 都 が34%とAで は最低 の比率 にな ってい るのは、 区立(26%)の 影響 で あ り、

市 立だ けでは61%で あ る。

同様 に、町村 立の職 員配 置 につ いて調べ る と、表17が 得 られ る。

町村 立 の 人口1万 人 あた り職 員数 は、Cグ ルー プで の徳 島、滋 賀、埼玉3県 の大幅 増

が あ ったため 、2県 の減 少が あ って も、平均 は1981年 の1.03人 か ら1990年 の1.56人 に67

%ふ えてお り、表15の 全 国平均 を上 回 って いる。 これに対 してDグ ループ では10県 で ふ

えて はい る ものの 、0.77人 か ら0.99人 へ30%の 増 に とどま ってい るため、CとDの 差 は

1.3倍 か ら1.6倍 に広が って い る。

町村 立 の1拠 点 あた り平均 職 員数 も、Cが1981年 に1.38人 でD(0.92人)の1.5倍 か

ら、1990年 には86%ふ えて1.85人 にな り、D(1.12人)の1.7倍 と開 きが大 き くな って い

る。1拠 点 あた り貸 出冊数 を表6と11か ら求 め る と、Cが24,163冊 か ら45,364冊 へ10年

間 に88%、Dは6,988冊 か ら12,130冊 へ21%そ れ ぞれ増 加 してお り、CとDの 格 差 は1980

年度 の3。5倍 か ら1989年 度 には3.7倍 と大 き くなって い る。

6む すび

1989年 度 の市 区立 ・町 村立 別 に貸出密 度 を県 ご とに集計 し、 それ ぞれ の上 位10県 と下

位10県 を取 り出 して、 その貸 出密 度 と施 設 、資料 費 ・収集 冊数 、職 員の指標 を比 較 しな

が ら、最 近10年 間の格差 につ いて考察 して きた。

『日本の図 書館 』1990年 版 の 「公立 図書館 都道 府 県別集計 」で、 人 口100人 あた り館 外

個 人貸 出冊 数 が上 位 の神奈 川 県(242冊)、 富山 県(230冊)が 市 区立 ・町村 立 の どち らに

も入 らないで 、高知 県(211冊)、 岡 山県(215冊)や 奈 良 県(162冊)が 市区 立の、 そ し

て、徳 島(141冊)、 長 崎(67冊)の2県 が 市町村 の上位 に入 ってい るの は、小稿 が サー

ビ ス人口 を もとに分 析 して いるか らで ある。

一192一



図書館活動の地域格差についての一考察

サ ー ビ ス人 口あた りの平均 値 か ら格 差 の変 化 を振 り返 って み る と、市 区立 で は、 資料

費 ・年 間収 集 冊数 ・職 員数 ・専 門職 比率 に おい て、AのBに 対 す る倍 率 が それ ほ ど大 き

く伸 び なか った。その ため 、貸 出密 度 の倍率 は少 し縮 ま りは した ものの 、依 然 、2倍 以上

の格 差 が あ る。町 村 立 で も、資 料 費が2倍 か ら4.3倍 に、専 門職 比 率 が0.7倍 か ら1.3倍

と、 二つ の項 目で格 差 が拡大 し、 その他 の項 目は10年 前の 格差 とほ とん ど変 わ りな くて

も、Cの 貸 出密 度 はDの2.3倍 か ら4.0倍 に差 が開 いて い る。この こ とは、北海 道の 置戸 ・

訓子 府 、滋 賀県の 栗東 ・甲西 ・今津 、徳 島 県の藍 住 、長崎 県 の香焼 各町 立 な ど、 ご く一

部 の 図書 館 の躍進 が平均 値 を引上 げ、他 の 図書館 との格 差 を拡 大 して い る こ とを示 して

い る。

平均 値 で は な く、前掲 の表 か ら項 目 ご とに各 県の デー タで 、A(C)の 最 大値 のB(D)

の最 小値 に対 す る倍 率 をみて も、 それ以 上 に格差 の あ る こ とがわ か る。 市 区立 の貸 出密

度(表5)で は 、1980年 度 にAの1位(318冊)はBの10位(40冊)の8倍 で あ ったのが 、

1989年 度 に は縮 少 してい る ものの 、422冊 と67冊 の間 に なお6.3倍 の格差 が あ る。 町村 立

で も、表13の 資料 費が6.3倍 か ら12倍 に、年 間収集 冊数 が5倍 か ら16.3倍 といず れ も急激

に差 が拡 大 して 、貸 出密 度 も7.6倍 か ら10.8倍 に広が ってい る。

この よ うな格 差 の拡 大傾 向 の一方 で 、先 に掲 げた表7、8の 「県別 貸出密 度 の分布 」

にみ る とお り、格 差是 正 の兆 しも出 てい る。市 区 立のBグ ルー プ で、200冊 以上 の ところ

が1980年 度 は3県 の3市 立(5%)し か なか ったの だが 、1989年 度 には7県 の10市(16

%)に ふ え、 中には300冊 、400冊 の市 立 も現 れ て い る。表8のDグ ループ で も、4県4

町村(7%)か ら6県 の12町 村(15%)と10年 間 に3倍 に増加 して い る。 先進 的活 動 を

展開 して いる図書 館 を核 に して発 展 して きた、 ここ20年 あ ま りの 間の 図書 館躍 進 の経過

を考 える と、格差 の是 正 には 、 県下 で一 定 水準 以上 のサ ー ビ スを実 現 して いる これ らの

図書 館 が、 さらにサ ー ビ スを伸 ば し、低迷 して い る周辺地 域 の住 民や 図書 館 に よい刺激

を与 える こ とが で きるよ うな条件 を作 り出 す こ とが 必要 で はな いだ ろ うか 。 その ため に

は 、各館 の一 層 の努 力は もち ろん で あ るが 、 それ を支 え励 ます 県の有効 適切 な振 興 策 と

県立 図書 館 の一定 水準 を超 え、 あ るいは超 えよ う と して いる図書 館へ の重 点的 な支援 が

不 可 欠 で ある。

注

1)経 済企画庁編 『国民生活白書』平成2年 版 大蔵 省印刷局1990p.63

2)経 済企画庁編 『平成2年 版 経済白書』大蔵省印刷局1990p.343

3)上 田修一[ほ か]公 共図書館の都道府県格差1964年 一1975年 の推移 『図書館学

会年報』25(1):25-321979

4)前 掲 上田論文p.30-32

5)社 会教育審議会施設分科 会図書館専門委 員会の 「公立図書館の望 ましい基準(案)」 が掲 げ
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ている基準数値の うちから、個 人貸出冊数(人 口の2倍)と 年 間収集冊数(人 口の1/8)を

取 り上 げて評価の対象 としている。

評価 法は、前記2項 目の基準値に対する到達度 と蔵書の量による評点を加算 し、その合

計点 によって 「高い」(15点 以上)、 「やや高い」(12～14点)な どとしている。詳細は、 日

本図書館協会編刊の 『図書館年鑑1991』269ペ ー ジを参照 されたい。
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